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にぎる方も.食べる方も 難しいなごやかなひとときでした.
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喜びを口いっぱいに ヤO

「すしの日」を記念して

一一

味覚の奉仕

大村すし商組合

毎月?目 15自発行

大討すし商組合(吉岡町八郎組合長組合日14底)
では11月1日の rすしの日jを記念して.日ごろお倣
誌にな，ている告さんへのご恩返しに毎年譜仕作業を

していますが.今年は10月88午後 佐久ホーム市立
構剥院を慰問しました. 

.."すし鵡組合理事長吉川利夫さんの.，いさつを受け

たお年寄りた包はハッピ霊長も勇まし<12人の組合員さ
んがにぎる見事な手さばきにしばし見とれていました

何人分のすしがお年寄りのお好みに応じて盛りつげ

られ.ロいっ0まいに鎖張。て食べる餌には事びがあふ

れ『納から般ごしらえを して待9 ていました.ζんは

に心がけていただき.ほんとにおLし〈いた化きまし

た』と感謝の気待を述べておられました すし商組合

では8'手前からζのよう信事仕をしており 身障者の
事金".凶力した り 明るいまちづ〈りにもー役かヮ

ておられ皆さんから感謝されています.



(2) りむ

字
名
廃
止
町
名
の
み

おお

日
月
5
日

市政だより

大
村
市
に
は
、
町
の
名
称
が
公

称
の
字
名
と
通
称
の
町
名
が
あ
り

日
常
生
活
に
大
変
不
便
で
す
。

そ
こ
で
字
名
を
廃
止
し
て
、
町

名
を
一
本
建
に
し
、
同
時
に
町
の

区
域
を
実
情
に
合
せ
て
、
十
一
月

五
日
か
ら
竹
松
地
区
の
町
名
町
界
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血IIIUI1I1I1I1II11I1I1II11I11I1I11I11I1I1I1I11I1UI1I1I11I1I1I11I1I1I1I11I11I1I1I1I1I1I11I11川1IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIsllllllllllllllllllIOIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII1111

変

更

後

従
来
の
大
字
・
小
字
の
呼
び
方

は
な
く
な
り
、
土
地
所
在
、
本
籍

竹
松
地
区
か
ら

を
下
表
の
通
り
変
更
し
ま
す
の
で

間
違
い
の
な
い
よ
う
に
し
て
下
念

、U※
区
域
の
詳
細
に
つ
い
て
は
新
旧

対
照
表
を
各
町
務
連
絡
員
に
配
付

し
て
い
ま
す
の
で
お
わ
か
り
に
な

ら
な
い
人
は
ご
覧
下
さ
い
。

の

記

載

例

地
、
住
所
を
書
く
と
き
は
次
の
例

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

3土 f

f地 5

〈表〉

刀之 1 

7の 3

5場?
A. 
口

①
原
口
郷
字
野
田
一
三
三
五
番
は

鬼
橋
町
一
三
三
五
番

①
原
口
郷
字
顕
成
寺
八
五

O
番
は

大
川
田
町
八
五

O
番

①
原
口
郷
字
草
摘
八
五
九
番
は

圏

耳

と

言

葉

竹
松
本
町
八
五
九
番

①
小
路
口
郷
字
庚
申
原
七

O
五
番

斗
A
F

小
路
口
町
七

O
五
番

と
な
り
ま
す
。

の

相
吾4ξ
ログ巳

日

n
H
M
2
4
a
n
H
U
 

4

・・・
f
l
l

i
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4

・・・

町

名

竹:;

主爪ま
.，~てコ

域区びよお名町新

原号

口;

黒

丸

富

の

原

南

富

の

原

北

A 
1 

津

大

I
 
l
 

--llι

，a，，
 

田

11 

鬼

橋

町

11 

上

小

路

口

竹
松
ア
パ
ー
ト

小
路
口
住
宅

11 

下

小

路

口

ノY

竹

松

本

町

11 

原堺原

口

住

町町宅

口

本
籍
地
、
住
所
表
示
な
ど
の
場
合

①
原
口
郷

一
三
三
五
番
地
は

鬼
橋
町
一
三
三
五
番
地

①
原
口
郷
八
五
九
番
地
は

竹
松
本
町
八
五
九
番
地

日

(
土
)

日

時

l
m
時

町

11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 ノY11 11 

福

祉
e

セ 色
竹
松
郷
一
三
三
五
番
地
は

宮
小
路
三
丁
目
一
三
三
五
番
地

と
な
り
ま
す
。

※
以
上
の
よ
う
に
土
地
、
建
物
な

ど
の
所
在
を
表
わ
す
と
き
は
「
何

番
」
と
し
、
戸
籍
、
印
鑑
登
録
、

郵
便
な
ど
で
は
「
何
番
地
」
と
し

ま
す
。

公

簿

上

の

変

更

手

続

き

市
役
所
の
戸
籍
簿
な
ど
の
本
籍

住
所
は
市
役
所
で
書
き
替
え
ま
す

法
務
局
(
登
記
所
)
の
土
地
建
物

の
所
在
表
示
は
法
務
局
で
書
き
替

え
ま
す
(
個
人
で
手
続
き
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
〉

た
だ
し
、
登
記
権
利
者
の
住
所

変
更
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
(
所

有
権
の
移
動
な
ど
)
所
有
権
者
の

申
請
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
ま
す
の

で
そ
の
際
は
市
長
の
証
明
書
に
よ

っ
て
登
記
料
は
無
料
と
な
り
ま
す

証
明
書
は
市
の
総
務
課
に
準
備

し
て
あ
り
ま
す
。

特
に
竹
松
地
区
の
人
で
市
外
に

土
地
、
建
物
を
お
持
ち
の
人
が
住

所
変
更
な
ど
の
た
め
そ
の
所
轄
登

記
所
に
お
い
で
の
際
に
は
必
ず
証

明
書
を
ど
持
参
下
さ
い
。

な
お
、
町
名
町
界
変
更
整
理
は

今
後
引
続
き
全
市
に
わ
た
っ
て
行

い
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

旧
一
般
被
爆
者
手
帳
所
持
者

健
康
管
理
手
当
の
申
請
を

被
爆
者
手
帳
が
一
本
化
に
な
り

従
来
の
一
般
手
帳
所
持
者
も
次
に

該
当
す
る
場
合
は
健
康
管
理
手
当

な
ど
が
申
請
で
き
ま
す
。

日
常
、
充
分
に
保
健
措
置
を

講
ず
る
こ
と
が
困
難
と
思
わ
れ

る
四
十
五
歳
以
上
の
人
、
身
体

ン

タ

上
の
障
害
が
あ
る
人
、
母
子
世

帯
の
母
親
な
ど
で
あ
っ
て
(
特

定
疾
病
の
範
囲
に
該
当
す
る
場

合
)
所
得
税
が
八
万
円
以
下
の

人
で
あ
る
こ
と
。

※
詳
し
く
は
市
社
会
課
に
お
た
ず

ね
下
さ
い
。
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圏きれいなまちづくり

ー

l

花

種 耳

と

言

葉

盛り上るみんなの力

の

相

談

日

好
天
に
め
ぐ
ま
れ
た
九
月
二
十

二
日
(
日
)
市
の
玄
関
口
、

大
村

駅
前
を
中
心
に
清
掃
奉
仕
が
行
わ

れ
、
市
内
に
明
る
い
話
題
を
広
げ

て
い
ま
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

ラ
イ
オ

ン
ズ

ク
ラ
ブ
、
青
年
会
議
所
で
は

地
元
町
内
の
人
と
共
に
、
午
前
八

時
家
族
ぐ
る
み
で
駅
前
に
集
合
、

除
草
や
ゴ
ミ
の
収
集
作
業
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。

排
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
運
搬
は、

市
衛
生
課
と
青
年
会
議
所
の
会
員

が
あ
た
り
、
二
時
間
の
作
業
を
終

え
、
き
れ
い
に
な
っ
た
駅
前
で
奉

仕
の
喜
び
を
胸
い
っ
ぱ
い

に
解
散

し
ま
し
た
。

ま
た
、

駅
前
か
ら
本
堂
川
の
聞

は
、
青
年
会
議
所
と
地
元
町
内
の

話
し
合
い
で
グ
き
れ
い
な
ま
ち
づ

く
り
モ

デ
ル
地
区
d

と
定
め
計
画

水

と

緑

と

花

の

ま

ち

を

の

寄

贈

l
l

市政だより(3) 

点
目
標
に
か
か
げ
て
い
ま
す
の

で
、
さ
っ
そ
く
市
内
に
配
布
し

て
、
き
れ
い
な
花
を
育
て
て
も

ら
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

花
種
は、

三
色
す
み
れ
と
矢

車
草
で
す
。

10 
月t

19 
日

(
土
)

日

時

i
m
時

福

祉

‘
セ

的
に
美
化
運
動
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
丁
度
九
月
二
十
二
日
は
、

清
掃
の
日
に
あ
た
り
、
会
員
や
地

区
内
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
職
場
の

人
も、

前
日
か
ら
清
掃
作
業
に
精

を
出
さ
れ
て
い
ま
し
た。

十
一
月

ご
ろ
に
は、

道
端
の
花
だ
ん
に、

た
ま
つ

げ
が
植
え
ら
れ
、
き
れ
い

な
緑
の
ま
ち
。つ
く
り
が
で
き
る
こ

と
で
し
ょ
う。

そ
の
他
町
内
や
団
体
な
ど
に
も

い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
「
、き
れ
い
な

ま
ち
づ
く
り
運
動
」
が
、
広
く
企

画
、
実
施
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

七
月
に
結
成
さ
れ
た
市
民
憲
章

推
進
協
議
会
で
は
、

環
境
美
化
活

動
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
「
き

れ
い
な
ま
ち
"つ
く
り
』
に
は
積
極

的
に
運
動
を
呼
び
か
け
、
支
援
を

続
け
ま
す
。

環
境
美
化
活
動
と
し
て
は

町
内
清
掃
日
設
定

掃
実
施

大
村
湾
沿
岸
の
清
掃
推
進

す
て
な
い
、
乙
わ
さ
な
い
、

ち
ら
さ
な
い
運
動
の
推
進

花
苗
、
花
種
の
配
布

花
だ
ん
設
置
の
推
進

(
花
だ

ん
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施
)

や
さ
し
い
花
だ
ん
づ
く
り
、

花
づ
く
り
講
習
会
の
実
施

以
上
の
六
項
目
を
か
か
げ
て
、

推
進
運
動
を
続
け
ま
す
の
で
、

各

町
内
会
、
職
場
、
団
体
、

個
人
な

ど
で
手
近
な
と
乙
ろ
か
ら
の
運
動

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

で
は

1 

町
内
清

一

九

州
電
力
大
村
営
業
所
で
は

一
「
水
と
緑
と
花
に

つ
つ
ま
れ
た

一
き
れ
い
な
ま
ち
e

つ
く
り
運
動
」

一
の
推
進
に
協
力
す
る
た
め
、
花

一
種
五
百
袋
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

一

市

民
憲
章
推
進
協
議
会
で
は

一
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
本
年
度
重

2 3 4 5 6 -
交
通
安
全
活
動

ω正
し
い
交
通
ル

l
ル
の
啓
蒙

ω安
全
標
語
柱
の
設
置

ω交
通
安
全
ワ
y
ペ
ソ
の
作
成
、

配
布
ω自
転
車
安
全
運
転
大
会
の
実
施

.
健
康
体
力
"つ
く
り
活
動

ω市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
実
施

ω市
民
体
力
テ
ス

ト
の
実
施

ω巡
回
健
康
相
談
、
健
康
相
談
の

タ
ベ
実
施
推
進

ω各
種
ス
ポ
ー

ツ
、
体
育
行
事
共

催
推
進

な
ど
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
力
で
『
き
れ
い
な
ま

ち
u

つ
く
り
』
が
一
日
も
早
く
実
現

‘ 〆

タ

し
て
『
住
み
よ
い
ま
ち
』
と
な
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

市

民

憲

章

大
村
市
は
、
な
が
い
歴
史
と
す

ぐ
れ
た
伝
統
を
う
け、

美
し
い
自

然
と
、

あ
た
た
か
い
人
情
に
は
ぐ

く
ま
れ
、

今
日
ま
で
発
展
し
て
き

ま
し
た
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
こ
の
大
村

市
に
住
む
誇
り
と
、

責
任
を
も
ち

明
日
の
文
化
と
産
業
の
進
展
を
め

ざ
し
て
、
よ
り
豊
か
な
市
民
生
活

を
き
ず
く
た
め
に
、
ね
が
い
を
こ

め
て
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
大
村
市
民
は

水
と
緑
と
花
に
つ
つ
ま
れ
た

き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う

二、

わ
た
く
し
た
ち
大
村
市
民
は

親
切
で
き
ま
り
を
守
る
市
民

に
な
り
ま
し
ょ
う

一二
、
わ
た
く
し
た
ち
大
村
市
民
は

老
人
を
う
や
ま
い
伸
び
ゆ
く

子
供
の
夢
を
そ
だ
て
ま
し
ょ

ヤつ

四
、
わ
た
く
し
た
ち
大
村
市
民
は

健
康
で
仕
事
に
は
げ
み

楽
し
い
家
庭
を
き
ず
き
ま
し

ょャつ

五
、
わ
た
く
し
た
ち
大
村
市
民
は

公
害
や
交
通
事
故
を
起
こ
さ

ぬ
よ
う
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う

郵
便
貯
金
、
簡
易
保
険
は
川

国
の
財
源
融
資
の
大
き
な
財
V

源
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
山

い
ま
す
。

本
市
も
四
十
八
年
度
二
億

一H

三
千
万
円
の
融
資
を
う
け、

川
住
宅
の
建
設
、
文
教
施
設
の
い

拡
充
な
ど
社
会
全
体
の
福
祉
J

の
向
上
と
経
済
の
発
展
に
貢
山

献
し
て
い
ま
す
。

郵

便

貯

金

ん

」

山

簡

易

保

険

郵
政
省
で
は
「
豊
か
な
く

v

ら
し
と
住
み
よ
い
社
会
を
つ
い

く
る
郵
便
貯
金
奨
励
運
動
」

を
十
月
の
一
カ
月
間
全
国
で
山

実
施
し
て
い
ま
す
。

簡
易
保
険
も
大
正
五
年
十
山

月
一
自
に
誕
生
し
今
年
で
五

山

口
.
十
八
年
を
迎
え
契
約
高
は
件
山

数
回
千
八
百
万
件
、
契
約
保
山

~

険
金
は
二
十
一

兆
円
を
超
え
山

る
と
い
う
成
長
を
と
げ
、
さ
川

ら
に
日
々
進
歩
す
る
社
会
に
H
.

マ
ッ
チ
し
た
保
険
を
い
ろ
い
~

ろ
発
売
し
国
民
の
要
望
に
応

九

え
て
い
ま
す
。
大
村
郵
便
局
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精
神
薄
弱
者
県
大
会

りおおむ

教
育
と
福
祉
の
振
興
を
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圏

耳

と

言

葉

長
崎
県
精
神
薄
弱
者
育
成
会

(
井
上
か
の
会
長
)
で
は

社
会
の
一
員
と
し
て
人

と
し
て
の
尊
厳
に
ふ
さ

わ
し
い
処
遇
の
確
立

を
テ

l
マ
と
し
て
、
第
八
回
精
神

薄
弱
者
の
教
育
と
福
駈
振
興
長
崎

県
大
会
を
十
月
六
日
大
村
市
民
体

育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
県
下
各
地
区
か
ら
参
加

十
月
十
日
『
体
育
の
日
』
市
営

球
場
で
行
わ
れ
た
市
民
球
技
中
央

大
会
の
開
会
式
で
、
永
年
に
わ
た

り
体
育
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
方

と
今
年
度
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら

れ
た
選
手
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

の

相

談

日

し
た
会
員
は
、
分
科
会
か
ら
全
体

会
と
終
日
、
真
剣
に
直
面
す
る
諸

問
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
.
特
に

精
神
薄
弱
者
に
対
す
る
社
会
の
関

心
と
理
解
は
、
次
第
に
高
ま
っ
て

き
た
と
は
い
う
も
の
の
、
人
間
ら

し
い
生
活
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と

は
い
え
な
い
現
状
と
、
幾
多
の
問

題
が
山
積
さ
れ
た
中
で
、
乙
の
精

神
薄
弱
者
た
ち
の
幸
福
な
生
活
が

一
層
高
め
ら
れ
る
よ
う
強
い
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

四
分
科
会
は
予
定
時
聞
を
超
え

る
熱
心
さ
で
、
最
後
に

一
、
障
害
児
保
育
対
策
の
確
立

二
、
義
務
教
育
完
全
実
施
に
伴
う

教
育
、
福
祉
の
総
合
施
策
の

確
立

三
、
義
務
教
育
終
了
後
の
教
育
訓

練
施
設
並
び
に
社
会
復
帰
対

策
の
確
立

四
、
重
度
者
の
保
護
訓
練
施
設
の

体
育
功
労
者

森
福
治
さ
ん
(
片
町
)

市
民
球
技
大
会
を
発
足
さ
せ

て
今
日
ま
で
広
く
体
育
の
振

興
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ

.円ソ

柴
山
一
実
さ
ん
(
上
小
路
)

剣
道
協
会
役
員
と
し
て
永
年

n
U
2
1
Q
U
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・・・
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山
中
央
公
民
館
で
は
、
各
種
の
・
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
フ
ラ
ワ
中
地
区
公
民
館
で
勉
強
し
て
川

山
講
座
、
教
室
が
動
機
と
な
っ
て

1
あ

じ

さ

い

の

会

い

る

油

絵

、

フ

ラ

ン

ス

刺

繍

、

山

川

い

ろ

い

ろ

な

趣

味

の

グ

ル

ー

プ

・

木

彫

象

現

会

手

芸

、

楽

焼

、

ペ

ン

、

書

道

、

…
が
生
れ
て
い
ま
す
0

・

墨

絵

象

現

会

生

花

、

フ

ラ

ワ

ー

デ

ザ

イ

ン

、

…

…
そ
こ
で
、
乙
れ
ら
グ
ル
ー
プ
・
書
道
硯
友
会
、
さ
っ
き
書
友
の
会
、
お
も
と
の
グ
ル
ー
プ
山

川
活
動
の
存
在
を
広
く
市
一
f
l
I
l
l
i
t
-
-
l

t

t

I

l

i

l

i

-
-
1
1
1
・一
が
、
恒
例
の
展
覧
会
を
川

禽

中

央

公

民

館

一

仙

川

民

に

知

っ

て

も

ら

う

た

一

一

聞

き

ま

す

.

…

め

に

、

次

の

と

お

り

グ

一

合

同

グ

ル

ー

プ

展

…

ま
た
、
茶
道
の
四
つ
…

川
ル

l
プ

作

品

展

を

開

催

一

一

の

グ

ル

ー

プ

が

点

前

の

命

中

地

区

公

民

館

w

し

ま

す

。

「

e
!
-o
t
-
-
1
1
1
'
l
'
'
I
l
-
-
1
1
'
1
1
1
1
1
1
1
i
j
i
i
l
i
l
l
-
f
i
l
i
-
-
一

ご
ひ
ろ
う
も
し
ま
す
.
山

川
目
時
十
一
月
二

t
四

日

道

の

会

会

場

中

地

区

公

民

館

司

午
前
九
時

t
午
後
五
時
・
レ
タ
リ
ソ
グ
レ
タ
リ
ン
グ

v

期
間
十
一
月
一

t
五
日

川

場

所

中

央

公

民

館

グ

ル

ー

プ

川

午
前
九
時

l
午
後
五
時

作

品

と

グ

ル

ー

プ

名

・

手

芸

ガ

ー

ル

ス

カ

ウ

ト

-

写

真

お

お

む

ら

写

友

会

出

品

点

数

六

百

点

M

〆
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hv

設
置
(
特
に
精
神
薄
弱
者
の
護
者
負
担
金
な
ど
、
経
済
福
組
織
の
拡
充
。

た

め

の

コ

ロ

ニ

ー

設

置

)

祉

制

度

の

改

善

以

上

の

諸

施

策

を

大

会

宣

言

と

し

五
、
運
賃
割
引
制
度
の
早
期
実
現
八
、
親
な
き
後
の
生
活
保
障
制
度
て
閉
会
し
ま
し
た
。

六

、

医

療

費

無

料

対

象

者

の

拡

大

の

改

善

な

お

当

日

開

会

式

で

、

福

祉

の

七
、
介
護
手
当
、
施
設
入
所
者
保
九
、
親
の
意
識
の
高
揚
と
親
の
会
向
上
、
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

E
E
=
=
=
E
Z
E
-
-
三
三
三
=
呈
=
=
=
=
=
-
z
E
E
E
-
-
=
=
-
=
=
=
=
四
方
に
感
謝
状
、
表
彰
状
が
贈
ら
れ

に
わ
た
り
普
及
に
つ
と
め
ら
西
日
本
マ
ラ
ソ
γ
優
勝
な
ど
剛
ま
し
た
.

れ

た

功

績

に

よ

り

.

川

麻
生
富
美
男
さ
ん
(
桜
馬
場
)
川
⑨
感
謝
状
(
本
市
関
係
)

ス

ポ

ー

ツ

賞

茨

城

国

体

高

校

シ

ン

グ

ル

ス

川

吉

田

正

男

(

社

会

福

祉

協

議

会

)

カ

ル

準

優

勝

な

ど

.

川

中

島

泰

こ

さ

ん

(

木

場

郷

)

川

⑩

表

彰

状

全
日
本
実
業
団
パ
ド
ミ
ン
ト
大
村
市
卓
球
チ

l
ム

(

代

表

松

山

溝

江

ン

選

手

権

大

会

壮

年

シ

ン

グ

尾

一

郎

さ

ん

)

川

ル

ス

準

優

勝

な

ど

・

第

八

回

都

市

対

抗

卓

球

九

州

川

大

会

三

位

入

賞

な

ど

。

川

佐
藤
克
典
さ
ん
(
杭
出
津
郷
)

農
(
大
村
市
親
の
会
)

森
永

義
〈

同

右

酒
井
勇

同

右

渋
田
忠
邦
(

同

右

日

(
土
)

日

時

l
m
時

タ

福

祉

セ

/ 
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葉
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注
射
と
検
診

-
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予

防

接

種

該
当
者
三
歳
以
上
の
人
で
接
種

を
希
望
す
る
人

接
種
目
数
二
回

料

金

無

料

注
意

鶏
卵
に
対
す
る
特
異
体
質

の
人
、
熱
の
あ
る
人
、
心
臓
・
じ

ん
臓
・
糖
尿
病
・
か
っ
け
・
胸
腺

り
ん
ば
体
質
の
疑
い
の
あ
る
人
、

そ
の
他
医
師
が
接
種
し
な
い
方
が

よ
い
と
認
め
た
人
は
、
予
防
接
種

を
受
け
な
い
で
下
さ
い
。

りおおむ

インフルヱンザ予防接種実施日程表

会場名 l第1回 |第2田
市役所 110月22日110月29目
黒木小学校 1 (火) 1 (火)

諏訪公民館 110月23日110月30日
植松保育園 1 (水) 1 (水)

市立病院 110月24日110月31日
松原出張所 1 (木) 1 (木)

| 竹松本町公民館110~}~ 日 1 11月百
福重出張所 1 (金) 1 (金)

三 浦幼稚園

鈴田出張所

萱瀬出張所

|宮小路公民館 111月7日111月14日
古町公民館 1 (木) 1 (木)

市民会館 111月8日111月15日
東大村小学校 I(金) I (金)

市政だより(5) 

の

相
?k. 
Eグt

日

※
時
間
は

三
時
三
十

園
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

該
当
者
次
の
人
を
除
く
全
員

ω就
学
前
の
乳
幼
児

ω小
・
中
・
高
校
な
ど
修
学
年
限

一
年
以
上
の
学
校
の
児
童

・
生

徒ω事
業
所
で
定
期
検
診
を
受
け
る

人ω現
在
、
結
核
の
治
療
を
受
け
て

い
る
人
.

料
金

無
料
で
す
。

な
お
、
今
村
公
民
館
、
東
浦
漁

協
、萱
溺
出
張
所
、
武
留
路
公
民
館

で
は
循
環
器
検
診
も
行
い
ま
す
。

11月6日111月13日
(水) I (水)

mi月
間

日

(
土
)

日

時

i
m
時

福

祉

‘
セ

/ 

タ

月 場 所 時 間

陰平公民館 9:30--10:30 

11月5日 岩松駅前 11 : 00"-12: 00 

(火〉 中里平野商居 13:00--14:00 
平小川倉田宅前 14:30--15:30 

農協西部営業所 9:30-10:00 

11月6日 11 三浦支所 10:30"-11 :00 

(水)
溝陸公民館 11 :30-12:00 
今村 ノY 13:30-15:00 

9:30、10:30
11月7日大多武婦人ホーム 11:00"-12:00 

〈木〉 後木場公民館 13:00--14:00 
上久 原 グ 14:30--15:30 

11月8日
前舟津公民館 9:30-10:30 
下久原グ 11 :00--12:00 

(金)
東浦漁協 前 13:30........15:00 

宮代公 民 館 9:30--10:30 

11月11日 原 庁 11 :00--12:00 

I (月〉
荒瀬 ノY 13:00--14:00 
農協第一支所 14:30--15:30 一|9ト 10:3日

11月12日 弥勤寺福田酒居 11 :00"-12:00 

〈火〉
今富玉 川 宅 13:00"-14: 00 
農協福重支所 14:30-15:30 

11月13日
野岳湖小川商居 9:30"-10:30 
東光寺溝口商居 11 :00-12:00 

〈水〉
武留路公民館 13:30-15:00 

市土木課車 庫 9:30-10:30 

11月14日 協和町九州産業前 11 :00--12:00 

(木〉
古 賀島 公民館 13:00-14:00 
植松 11 14:30-15:30 

11月15日
黒木小 学校 10:00-10:30 
久良原営林署 11 :00-12:00 

(金)
萱 瀬 出張所 13:30"-15:00 

レントゲン健康診断日程表

募

集

圃
観
光
協
会
の

女
子
職
員
を
募
集

若
干
名
(
二
十
五
歳
ま

で
)

学

歴

申

学

卒

以

上

詳
し
く
は
観
光
協
会
へ

電

@
l
三
六
O
五

販
売
員催

し
も
の

-
中
国
の
生
活
を
聞
く

座

談

会

H
H

村
部
さ
ん
家
族
を
囲
ん
で
H
H

中
国
生
活
四
十
九
年
、
去
る
九

月、

大
村
に
引
揚
げ
て
こ
ら
れ
た

池
田
郷
出
身
の
村
部
さ
ん
の
家
族

を
囲
ん
で
、
な
ま
の
中
国
の
生
活

を
聞
き
、
日
中
友
好
の
理
解
を
深

め
る
座
談
会
を
聞
き
ま
す
。

日
時
十
月
二
十
九
日
(
火
)
午

後

一
時
三
十
分

t
三
時
三
十
分

会
場

中
央
公
民
館

対
象

一
般
成
人

講
師族

村
部
和
義
さ
ん
お
よ
び
家

参
加
料

無
料

申
込
ハ
ガ
キ
か
電
話
で
中
央
公

民

館

へ

久
原
郷

一
の
一

電
①
l
四
三
二
一

-
引
空
廠
殉
職
者
慰

霊

祭

旧
引
空
廠
で
空
襲
な
ど
の
た
め

殉
職
さ
れ
た
職
員
、
学
徒
の
慰
霊

祭
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
.

日
時
十
月
二
十
七
日
(
日
)

午
前
十
一
時

殉
職
者
慰
霊
塔
前
広
場

(松
山
郷
協
和
町
)

場
所

-
大
村
文
芸
大
会

日
時
十
一
月
十
日
(
日
)

短
歌
の
部
午
後
一
時
か
ら

川
柳
の
部
午
前
十
時
か
ら

俳
句
の
部

午
前
十
時
か
ら

場

所

中

央
公
民
館

八
短
歌
の
部
〉

雑
詠

一
首
(
未
発
表
作
に
限
る
)

選
者

秦
美
穂
、
大
川
益
良
、

鈴

木
忠
次
各
先
生

送
付
先

京
町
四
十
の
五

締
切

鈴
木
忠
次

十
月
三
十
一
日

八
俳
句
の
部

V
当
季
雑
詠
三
句

上
小
路
四
四
五

鶴
田
漁
長

ま
た
は
古
町
五
区
五
三
八

永
松
白
葉
子

締
切
十
月
三
十
一
日

嘱
目
吟
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま

で
に
会
場
周
辺
で
嘱
目
二
句

募
集
句

送
付
先

八
川
柳
の
部
〉

宿
題
「
島
」
臼
島
、
箕
島
な
ど

「
ロ
ン
グ
」
「
白
星
」
「
剣
客
」

各
三
句

会

費

短

歌
、
俳
句
三
百
円

川
柳

五
百
円

短
歌
と
俳
句
の
部
は
必
ず
募
集

句
に
添
え
て
と
送
付
下
さ
い
.



(6) 

-第
5
回
菊
花
展

り

十
一
月
三

t
五
日

市
役
所

懸
崖
、
大
輪
菊
、
盆
栽
小

菊

出
品
申
込

種場日
類所時

おおむ

主
催

十
月
二
十
日
ま
で
に

襲
林
水
産
課
へ

大
村
市
菊
花
同
好
会

市
民
憲
章
推
進
協
議
会

大
村
市

市政だより

講

習

会

昭和49年10月15日
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-

南

画

教

室

中
地
区
公
民
館
で
は
、
現
在
墨

絵
の
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
が
、

秋
か
ら
南
画
の
勉
強
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
受
講
者
の
募
集

を
し
ま
す
。

日
時
十
月
十
九
日
か
ら
毎
月
第

一
・
第
三
土
曜
日

午
後
二
時

1
四
時

講
師
日
本
南
画
院
評
議
員

一
瀬
春
郷
先
生

申
込
電
話
で
中
地
区
公
民
館
へ

電
話
①
l
一
三
七
六

-
手
づ
く
り
年
賀
状

教

室

'形
式
的
な
年
賀
状
よ
り
、
ま
ず

く
と
も
心
の
乙
も
っ
た
年
賀
状
を

と
い
う
こ
と
で
「
手
づ
く
り
年
賀

状
教
室
」
を
開
き
ま
す
。

書
道
コ

l
ス

日
l
十
二
月
三
日

十
一
月
五

毎
週
火
曜

日
時日

稲

刈

・

み

か

ん

採

取

賃

金

農
業
委
員
'会
で
は
、
今
年
の
り
二
十
%
以
内
に
お
い
て
割
増

稲
刈
並
び
に
み
か
ん
採
取
賃
金
料
金
を
徴
収
す
る
場
合
が
あ
り

標
準
額
を
次
の
と
お
り
決
定

レ

ま

す

。

一

日

ま

し

た

。

稲

刈

・

み

か

ん

採

取

臨

時

雇

貰

~

バ
イ
ン
ダ
ー
に
よ
る
稲
刈
作
業
金

v

料

金

十

ア

ー

ル

当

り

茶

本

料

男

二

千

三

百

円

金

七

千

円

女

千

八
百
円

(
聞
場
枚
数
五
枚
以
内
)
午
前
八
時
か
ら
午
後
五
時
ま

但
し
聞
場
な
ど
の
条
件
に
よ
で
の
食
事
な
し
で
す
。

ノ

版
画
コ

l
ス

二
月
四
日

十
一
月
六
日
1
十

毎
週
水
曜
日

謄
写
印
刷
コ

i
ス
十
一
月
二
十

一
日
J
十
二
月
十
二
日
毎
週

木
曜
日

各
コ
ー
ス
と
も
午
後
七
時
1
九

時
場
所
中
央
公
民
館

対

象

成

人

定

員

各

コ

l
ス
と
も
二
十
人

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費

負
担
)

講

師

書

道

山

口

勝

版

画

岩

永

憲

治

謄

写

印

刷

黒

岩

近

申
込
十
月
三
十
日
ま
で
に
住
所

氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
電
話
か

ハ
ガ
キ
で
中
央
公
民
館
へ

。

久
原
郷
一
の
一

電
①
l
四
三
二
一

そ

の

他

田
昭
和
五
十
年
版

県
民
手
帳
の
予
約

大
型
。
・
印
門
誌
×

E
・ω
量

小
型
。
・
∞
言
×

g
cn送

表
紙
ビ
ニ
ー
ル
シ

l
ト
差
込
み

式
(
名
刺
・
定
期
券
入
付
)

申
込
先
市
総
務
課

様
式

申
込
期
限

頒
価

市
立
図
書
館
へ

一一ご寄付ありがとうございました一一

ム
杭
出
津
郷
の
藤
原

正
彦
さ
ん
は
亡
父

，
正
忠
さ
ん
(
元
図

書
館
長
)
の
忌
明

に
あ
た
り
、
香
典

返
し
の
お
礼
に
か

え
て
市
立
図
書
館

の
整
備
に
充
て
る

よ
う
に
と
三
十
万

円
を

社
会
福
祉
事
業
費
へ

ム
原
口
郷
の
弁
上
ト

メ
ノ
さ
ん
は
亡

生
野
秘
蔵
さ
ん
の

忌
明
に
当
り
金
一

封
を

〈斗
竹
松
郷
の
射
場
ま

つ
え
さ
ん
は
拾
得

+
月
二
十
五
日

小 大
型型

二
百
九
十
円

百
九
十
円

-
観
光
年
賀
ハ
ガ
キ

発

売

価
格

一
枚
七
円
の
予
定

金
を

ム
原
口
住
宅
の
林
田
シ
ン
さ
ん
は

拾
得
金
を

ム
寿
古
郷
の
増
元
弥
熊
さ
ん
は
、

市
か
ら
受
け
ら
れ
た
敬
老
金
を

ム
竹
松
堺
町
の
兵
頭
ア
キ
さ
ん
は

母
子
福
祉
法
に
よ
る
修
学
資
金

に
よ
り
長
男
、
二
男
が
高
校
に

進
学
さ
れ
借
入
金
の
償
還
も
本

年
九
月
で
完
了
し
た
の
で
、
お

礼
の
意
味
で
金
一
封
を

ム
久
原
郷
の
藤
崎
敏
夫
さ
ん
は
亡

父
吉
松
さ
ん
の
忌
明
に
当
り
金

一
封
を

ム
大
村
ゆ
か
り
会
会
員
一
同
(
代

表
者
藤
間
煩
三
津
さ
ん
)
は
、

藤
間
流
発
表
会
の
収
益
金
を

交
通
遺
児
見
舞
金
へ

ム
秘
山
郷
の
パ

i
ル
レ

l
ン
大
村

金
子
商
庖
か
ら
交
通
遺
児
チ
ャ

発
売
日

十
月
二
十
二
日
か
ら

発
売
所
大
村
市
観
光
協
会

電
話
①
l
三
六

O
五

発
売
枚
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
早
自
に
申
込
み
下
さ
い
。

-
不
動
産
無
料
相
談
所

図
柄
桜
田
の
堀
、
多
良
岳
の

ツ

ク
シ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
二
種
類

日
時
十
月
二
十
六
日
(
土
)

午
前
十
時
1
午
後
四
時

リ
テ
ィ

l
オ
ー
ナ
ー
ド
ラ
イ
バ

ー
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
の
収
益
金

を
ね
た
き
り
老
人
へ

ム
富
の
原
郷
の
松
下
工
業
株
式
会

社
大
村
工
場
従
業
員
親
睦
会

(
代
表
者
岸
川
勇
男
さ
ん
会
員

百
十
余
人
)
は
廃
品
回
収
に
よ

る
収
益
金
を

市
立
清
和
国
へ

ム
本
町
二
丁
目
の
有
限
会
社
東
京

屋
(
代
表
者
田
中
豊
さ
ん
〉
は

老
人
福
祉
週
間
に
当
り
、
入
園

者
全
員
に
対
し
、
男
子
に
洋
服

上
下
、
女
子
に
は
保
温
用
ひ
ざ

あ
て
生
地
を

連
合
防
犯
協
会
へ

ム
片
町
の
貞
秘
豊
市
さ
ん
は
、
十

万
円
を

場
所

中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー

相
談
員
諌
早
土
木
事
務
所

建
築
課
長
他
係
官
お
よ
び

宅
建
協
会
相
談
員

主
催
社
団
法
人
長
崎
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
大
村
支
部

相
談
内
容

。
不
動
産
の
売
買
、
賃
貸
な
ど

O
都
市
計
画
法
、
建
築
基
準
法

O
そ
の
他
不
動
産
に
関
す
る
問
題
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